


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ 134 － － 135 －
富山大学人文学部紀要 訓讀説文解字注（七）






























































































































































































































































































































































也。手 之を持ちて固きを謂ふ也 248）。或ひは叚借して牽字と爲す 249）。如
244） 釋詁一下。『疏證』に「搈之言踊也，説文，搈，動搈也，楚辭九章云，悲秋風之動容兮韓子揚搉篇云，
動之溶之，溶、搈、溶（ママ）竝通，説文，傛，不安也，義與搈亦相近」。『博雅音』「搈，容」。
245） 釋詁三上。『疏證』は『説文』を引く。『博雅音』「直利，說文直二」。
246） 大徐本反切。直異切（七志）一部。直利切、直二反（六至）十五部。支・脂・之の分部については『六
書音均表』一「弟一部、弟十五部、弟十六部分用説」參照。
247） 長發。「揫」段注（p.138）參照。
248） 三篇下臤部に「堅，土剛也」（24a），「緊，纏絲急也」（23b）。
249） 二篇上（8a）牛部「牽，引而前也」。
－ 144 －
富山大学人文学部紀要
へば『史記』「鄭襄公肉袒して羊を掔く」250）は卽ち『左傳』の「羊を牽く」251）也。俗に「慳吝」
の字を用ふるは，亦た「掔」の俗爲り 252）。
（二）苦閑の切，十四部。
（三）「掔掔」，當に豳風に依りて「几几」に作るべし。傳に曰く「几几は絇たる皃」253）。「掔」
は十二部に在り 254）。「几」は十五部に在り。「讀みて若し」と云ふ者は古合音也。
使用テキスト
『説文解字注』
嘉慶二十年經韵樓本影印（上海古籍出版社，1981年）
必要に應じて，下の版本を參照
嘉慶二十年經韵樓本影印（藝文印書館，1981年）
皇清經解本
同治六年保息局補刊本
『十三經注疏』
阮元本影印（藝文印書館，1989年）
『經典釋文』
通志堂本
本稿は JSPS科研費 JP18K00349の助成を受けたものである。
250）鄭世家。
251）宣公十二年傳「鄭伯肉袒牽羊以逆」，注「肉袒牽羊示服為臣僕」。
252）大徐本注記に「臣鉉等曰，今別作慳，非是」。『大廣益會玉篇』心部第八十七に「慳，口閑切，慳悋也」。
253）狼跋。
254）臤聲は古十七部諧聲表（『六書音均表』二）では十二部。苦閑切（二十八山）は今韵古分十七部表（『六
書音均表』一）では十四部。
